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平成２９年（ワ）第１１７５号 石炭火力発電所運転差止請求事件 

原告  ●● ●● 外１２３名 

被告  仙台パワーステーション株式会社 

 

証 拠 説 明 書 ９ 
（甲Ａ２７～３０号証）  

 
                      ２０１９年７月２４日  

 
仙台地方裁判所 第２民事部合２係 御中  
 

              

原告ら訴訟代理人弁護士  髙  橋   春  男  

外 

 

  

甲  
号

証  

標  目  
（原本・写し

の別）  

作成

年月

日  
作成者  立証趣旨  

A27 仙台ＰＳ健

康調査質問

票集計  

原

本  
2019.
7.21 

仙 台 錦 町

診療所・産

業 医 学 健

診 セ ン タ

ー  広瀬俊

雄、原告ら

代 理 人 弁

護 士 畠 山

裕太  

甲Ａ２５について、原告による

分析方法、分析結果がよりはっき

りと分かるように、甲Ａ２５を整

理したもの。  
 今般の調査分析対象者が１２

５名であること、仙台ＰＳ稼働前

（２０１６年）と稼働後（２０１

８年）において、健康被害を示す

質問項目の変化を分析し、５㎞以

内群と５㎞以外群において、変化

項目の数とその内容を明らかに

したもの。  
A28 仙台ＰＳ健

康調査質問

票集計（５

㎞以内群）  

原

本  
2019.
7.21 

同上  甲Ａ２７のシート⑤－２を印

刷したもの。５㎞以内群は、母数

８１名であり、変化項目が５項

目以上あるものは１３名、うち

６項目以上変化した者の数が９

名であったこと等が明らかにな

った。  
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A29 仙台ＰＳ健

康調査質問

票集計（５

㎞以外群）  

原

本  
2019.
7.21 

同上  
 

甲Ａ２７のシート⓺－２を印

刷したもの。  
５㎞以外群は、母数４４名で

あり、変化項目が５項目以上あ

るものは３名、うち６項目以上

変化した者の数が２名であった

こと等が明らかになった。  
A30 仙台パワー

ステーショ

ン稼働によ

る大気汚染

および健康

影響の評価  

原

本  
2019.
7.23 

L au r i  M y l
lyvirta、  
Cl i f fordCh
uwah、原告

ら代理人  

甲 A１１の２につき、内山専

門委員からの指摘を踏まえ、加

筆修正するとともに、解説文等

を添付したもの。  

 


